
　テクシオ・テクノロジーは，周波数レ
ンジがDC，10 Hz 〜 30 MHzのLCR メー
タを発売した．
　測定周波数が最大 1 MHz/5 MHz/10 
MHz/20 MHz/30 MHzの5品種から選べる．
　抵抗成分やインダクタンス成分など2
つまでのパラメータをグラフ表示する掃
引（SWEEP）モードを搭載する．

　測定速度は最大400回/秒，測定電流
範囲は100μ〜 20 mA（出力抵抗が100Ω
時），400μ〜 40 mA（25Ω時），基本確度
は±0.08 %．インターフェースは，RS
−232C/USB/GP−IB/ハンドラ．
■ 価格：950,000円（1 MHz品）
〜 2,400,000円（30 MHz品）
㈱テクシオ・テクノロジー

DC，10 Hz 〜 30 MHzの広帯域LCR メータ　LCR−8200シリーズ

● 記事に関するご質問
　掲載記事に関する技術的なご質問
は，往復はがき，または切手を貼っ
た返信用封筒を同封した書簡で，「ト
ランジスタ技術 質問係」あてにお送
りください．ただし，回答を保証す

るものではありません．電子メール
や電話，FAXなどによるご質問はお
受けしておりません．
● 掲載記事利用上のご注意
　本誌掲載記事には著作権があり，
また産業財産権が確立されている場

合があります．従って，個人で利用
される場合以外は所有者の承諾が必
要です．また，掲載された回路，技術，
プログラムなどを利用して生じたト
ラブルなどについては，当社ならび
に著作権者は責任を負いかねます．

編集部から

製品や電子部品のリリースをお送りください（掲載は無料です）
キット，各種マイコン/インターフェース・ボード，計測制御機器など大歓迎！

　トランジスタ技術編集部では，新製品
情報を毎月6 ～ 10点掲載しています．
次の情報を明記の上，メールでお送りく
ださい．

⑴ 製品の特徴，用途，その理由
⑵ 電気的特性と搭載機能
⑶ 他社品や従来品との違い
⑷ 参考価格
⑸ 技術的な問い合わせ先
⑹ 実物の写真データ

●連絡先
トランジスタ技術編集部

trinfo@cqpub.co.jp
☎（03）5395−4394

■ 2021年7月号
● 特集3章
p.51　図1：吹き出し「47μF導電性高
分子アルミ固体電解コンデンサ」は，1
つ下の曲線を指す
p.53　図5：赤色の曲線を削除，キャプ
ション：印加電圧→耐圧
p.54　図6（a）：吹き出し「トランス HT 
2005の等価回路」は赤色のブロックを指す
p.61　図18：“設計の順序”の冒頭に式
“C1＝n・C2”を追加
● 特集4章
p.77　右段↑4行目：電源回路に使う場
合→直流が加わる場合
● 一般記事　ArduinoでCAN通信実験
p.135　図B：ピン番号のA5，A4，A6な
ど一部間違いがありました．正確なピン

はデータシートを参照ください．
p.135　図B：AT90CAN（28）→AT90CAN 
128
p.135　図B：吹き出し「CAN通信用の端
子」は，CANH，CANLを指す
p.136　図C　IC1 の20/34/33/1ピンに負
論理記号「○」を追加
p.136　図C：IC1の61ピン A3→A0，27
ピンRX11→RXI1，28ピンTX01→TXO1，
右上R1とR3 220k→220Ω
p.136　図C：右上の吹き出し「RS485通
信を使う場合，はんだ付け」は，JP6，
JP7だけを指す．JP5は「RS485通信で終
端抵抗を使用する場合，はんだ付け」
● 連載　パワー・スイッチ（MOSFET）
の実践活用技術
p.145　右段の式：

訂正とおわび 本誌のバック・ナンバーにおいて，下記の個所に誤りがありました．おわびして訂正
いたします．https://toragi.cqpub.co.jp/tabid/928/Default.aspx� （編集部）

Irms ＝  （τ
T ）・ID　→　Irms ＝  （τ

T ）・ID

Psat ＝｛  （τ
T ）・ID ｝2・RDS（ON）

　　　＝｛   1.9μs
6.7μs

・10 A｝2・40 mΩ

　　　　　　　↓

Psat ＝｛  （τ
T ）・ID ｝2・RDS（ON）

　　　＝｛  （ 1.9μs
6.7μs ）・10 A｝2・40 mΩ

● 連載　新人技術者のためのアナログ
回路設計スタディ
p.159　左段↑11行目：表5 計算部のメ
モ欄→表4 計算部のメモ欄

　アバールデータは，画素サイズが5 
μm × 5 μm の InGaAs イメージ・セン
サIMX991（ソニー）を搭載する近赤外ハ
イパー・スペクトル・カメラを発売した．
　本製品1台で可視光450 nm 〜近赤外
1700 nmの波長を分光し，512バンドの
スペクトル（波長）情報を一度に取得でき
る．波長分解能は10.5 nmである．画像

検査だけでは実施できない分光分析によ
るインライン検査の需要を見込む．
　主な用途は撮像・成分分析による穀物
系の異物混入検査やプラスチックの選別
であり，本製品は製造工場のベルト・コ
ンベアに設置して使う．
■ サンプル価格：450万円（税別）
㈱アバールデータ　☎（042）732-1030

可視光〜近赤外領域の分光分析に！ ハイパー・スペクトル・カメラAHS−003VIR

視認しやすい7インチの
カラー液晶ディスプレイ
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